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気温の測定頻度による日平均値の比較および長期傾向値への影響
Comparison of daily mean air temperatures based on the different measurement intervals
and the effect on the trends
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森林総合研究所十日町試験地では，1917年に開設されて以来，90年以上に渡って気象観測が継続されてきた．この間，
観測場所は変わっていないが，統計の方法は観測の頻度に応じて変更された．気温の日平均値は，1990年 5月以降は観
測が自動化されたので，1分毎の観測値にもとづいて算出している．それ以前は職員の手により定時観測されていて，1
日の観測回数は，1918年 1月～1920年 12月は 2時間毎に 12回，1921年 1月～1926年 12月は 4時間毎に 6回，1927年
1月～1942年 3月は 7，14，21時の 3回，1942年 4月～1990年 4月は 1日 1回（1952年までは 10時，1953年からは 9
時）と時代によって異なっていた．そのため，日平均値の算出方法も変更された．観測回数が 1日 1回となった 1942年
4月～1990年 4月は，日最高気温と日最低気温の平均値を日平均値としていた．　　
気温は，利用頻度の高い基本的な気象データであり，地球温暖化などの気候変動や異常気象に対する社会の関心が高

まっていることもあって，長期間の変動傾向を知るために利用されることも多い．その際，1日の観測回数の違いによっ
て日平均気温に系統的な差異が生じるとすれば，日平均気温をもとに算出する年平均気温の長期的な変動傾向に影響す
るかもしれない．過去のデータの特性を認識しておくために，測定頻度による日平均気温の差異と，年平均気温の長期
変動傾向への影響を調べた．

1997年～2007年までの気温の日平均値を当試験地において過去に採用された統計方法と同様に a）2，4，6・・・24時
の 12データの平均値（T12），b）2，6，10・・・22時の 6データの平均値（T6），c）7，14，21時の 3データの平均値
（T3），d）日最高気温と日最低気温の平均値（T2），の 4通りの方法で計算し，1時間値 24データから求めた日平均値
（T）と比較した．気温を 1日 6回以上の頻度で測定して日平均気温を算出すれば，年平均気温，冬期平均気温ともに 1
時間値に基づいた値と差がなかった．一方，1日 3回の観測値や日最高・日最低気温の平均値を日平均値とした場合には，
年平均気温は 11年間の平均で各々0.2℃と 0.5℃，冬期平均気温は同じく 0.2℃と 0.4℃高くなることがわかった．　
これに基づき，1927～1941年の年平均値は－ 0.2℃，冬期平均値も－ 0.2℃，1942～1989年の年平均値は－ 0.5℃，

冬期平均値は－ 0.4℃の補正をした．1918年～2007年の気温の変動を 1次式で近似すると，年平均気温は 1.03℃／ 100
年，冬期平均気温は 1.52℃／ 100年の割合で上昇している傾向がある．それぞれ補正した場合には，上昇速度は 1.06℃
／ 100年と 1.59℃／ 100年になった．補正の有無，すなわち統計方法による気温の上昇速度の差を小さいと考えるか大
きいと考えるかはデータの使用目的によるが，データを見るときには，このようなデータの特性を認識しておくことは
必要である．
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